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前回のプログラム [ 新年会 ]

－ 新年会 －
【親睦活動委員会担当例会】

総合司会水原会員の進行に

より藤井会長にご挨拶を頂

戴した後、藤井会長、渡辺

副会長、鷲尾会長エレク

ト、渡邉パストガバナー、

兎年の年男である猪巻会員

増強委員長、飯島会員によ

る鏡開きが行われました。

年男を代表し猪巻委員長が

「兎のように飛躍する一年

になるよう努めて参りま

す」と抱負を述べられまし

た。そして、渡辺副会長の

声高らかなご発声で祝杯を

あげ、新年会がスタート致

しました。暫しの歓談後、「ロータリー格付けチェック」が行わ

れ一問目は千葉県産と中国産のピーナッツを食し、千葉県産を当

てる問題でした。これは、食べ比べると味が全く違うのでサービ

ス問題でした。二問目はギターの聴きくらべで一つはギター好き

なら誰もが憧れる老舗ブランドマーティンで約200万円、もう一

つはヤマハの20万円のギターでした。これは、ギターが奏でる音

色を聴き分けるのは難解だったと思います。最終問題は日頃皆さ

んが良く飲まれている「おーいお茶」「綾鷹」「生茶」の3種類

をそれぞれ当てる飲み比べでした。皆さんが幾度となく飲まれて

きた緑茶ですが、余り味わって飲まれていなかったようです。そ

の結果、一～五流に格付けされ大盛況の内にゲームが終了しまし

た。最後に締めのご発声を鷲尾会長エレクトより、これからの姿

勢と「本日の盛り上がりのようなロータリーの和を持って藤井会

長をしっかりと支えていきましょう！」という力強い挨拶を頂き

ました。

ニコニコBOX報告（敬称略）
藤井謙和:新年を迎え皆様今年も元気で頑張ってください。

渡辺浩司:一流の景品をいただいて。

桜井寿紀:下半期、円滑なクラブ運営に努めて参ります。

鷲尾昌法:ゲームで三流となりました。

前野史賀:三流ですがまずは二流を目指して精進します。

飯島　望:本年も宜しくお願いします。年男です。

池田吉隆:ご協力ありがとうございました。

石黒安雅:親睦委員会に感謝して又各会員に感謝しまして。

猪巻弘行:年男代表であいさつをさせて頂いて。

入井浩樹:とても楽しい新年会をありがとうございます。

加藤勇三:ハズしたら良かった笑ありがとうございます。

河戸三千之:二流として今年も宜しくお願いします。

川西康弘:一流にはなれません。

神部志乃信:格付け4Pで二流ロータリアンでした！

佐伯敏和:二流ロータリアンで。

佐々木弘彦:とても楽しい新年会でした～！ありがとう(^-^)

髙橋賢司:二流 ありがとうございました。

中島純一:全問正解ありがとうございます。

中嶋　隆:あけまして一流です。よろしくお願いします。

西田浩二:ご協力ありがとうございました。

水原勝之:何か当たりました。

峯村征秀:やっと二流ロータリアンになりました。

宮崎英彰:二流ロータリアンに承認されまして！

山田直登:すばらしい景品を頂き五流芸人に選ばれて・・・

芳村元悟:警察署との暴力団排除パトロールを無事に終え。

ニコニコBOX報告2（敬称略）       
景品ありがとうございました
芦﨑利弘・安達晃幸・井上 要・上田恒太朗・上田秀司

浮田 優・太田孝司・大滝裕慈・神部俊克・熊谷美由紀

近藤正孝・坂田秀昭・篠島由一・鈴木英光・竹田行宏

谷口正樹・山口惠子・山口洋史・山崎　修・山本康文

渡邉恭久・川口裕史

＼(^o^)／ニコニコBOX報告（敬称略）

上記に記載
＜⼩計118,000円・累計1,266,050円＞

編集／クラブ会報委員会  発⾏⽇︓令和5年01⽉19⽇

出席報告   1⽉5⽇
会員数 病⽋ 免除 出席 ⽋席 出席率

89名 1名 5名 49名 40名 58%

第3325回 例会報告 令和5年1⽉5⽇（⽊）
会⻑挨拶

新年明けましておめでとうございます。皆さまにおかれましては、健やかに新年をお迎えのことと心よりお慶び

申し上げます。昨年は私達にとって多くの変化が有り大変な一年だったと思います。今年もまたどの様に私達の

生活が変わるのか心配ではありますが、それぞれ進み方は違っても前向きに捉え根強く前進したいと考えており

ます。竹は5メートル～10メートルも長く伸びますが雨や風、嵐の中でも折れる事なく強く育っていきます。そ

して、年輪を重ねるごとに地面から節々が狭くなり強くなって行くのです。私達も竹の様に強く進んで行こうで

はありませんか。今年一年、皆さんが根強くしなやかに活動されますことをご祈念申し上げ年頭の挨拶とさせて

頂きます。


